
(57)【要約】

【課題】基本的な拍子のほかに変拍子も表現でき、しか

も、指揮法のアップストローク、ダウンストロークを視

認できる電子メトロノームを提供すること。

【解決手段】一辺を縦方向とした正三角形や、ωを斜め

に傾け且つ両端を直線で結んだ形状に沿って配置した表

示素子の列を拍表示列とし、三本の拍表示列で拍子を表

示する手段と、変拍子を含む拍子の種類と指揮法を選択

する手段と、拍子表示手段の表示素子の点灯仕方を制御

する手段を有し、制御手段のうち、拍表示列の使用順序

の設定部は、指揮法のアップ・ダウンストロークに対応

して表示素子を上下方向に点灯させる等の法則に基づい

て、拍子の各拍で使う拍表示列を設定し、制御手段のう

ち、拍の表現用時間の設定部は、変拍子表現用に表示素

子の点灯が移る時間を２種類設定し、制御手段のうち決

定部は、拍子・指揮法選択手段で選択した拍子と指揮法

に各設定を対応させて、使用する拍表示列の順番と、拍

子の各拍に要する時間を決定する、電子メトロノーム。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 三 角 形 の 頂 点 か ら な る 三 点 （ Ａ ， Ｂ ， Ｃ ） を 異 な る 高 さ に 配 置 し 、 各 二 点 間 を 直 線 又 は
曲 線 で 結 ん で 三 本 の 軌 跡 を 形 成 す る と 共 に 、 三 本 の 軌 跡 の 長 さ を 均 一 に 設 け 、 各 軌 跡 に 沿
っ て 配 置 し た 表 示 素 子 （ ９ ） の 列 を 拍 表 示 列 （ １ ０ ） と し 、 三 本 の 拍 表 示 列 に よ っ て 拍 子
を 表 示 す る 拍 子 表 示 手 段 （ ２ ） と 、
　 変 拍 子 を 含 む 拍 子 の 種 類 と 指 揮 法 を 選 択 す る 拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段 （ ６ ） と 、
　 拍 子 表 示 手 段 （ ２ ） の 表 示 素 子 （ ９ ） の 点 灯 の 仕 方 を 制 御 す る 制 御 手 段 （ ８ ） を 有 し 、
　 制 御 手 段 （ ８ ） は 、 拍 表 示 列 （ １ ０ ） の 使 用 順 序 を 設 定 す る 使 用 順 序 設 定 部 （ １ １ ） と
、 拍 の 表 現 に 要 す る 時 間 を 設 定 す る 時 間 設 定 部 （ １ ２ ） と 、 決 定 部 （ １ ３ ） を 有 し 、
　 使 用 順 序 設 定 部 （ １ １ ） は 、 拍 子 の １ 拍 で は 三 点 の う ち の 最 高 点 （ Ａ ） の 表 示 素 子 （ ９
） か ら 点 灯 を 開 始 す る と 共 に 拍 子 の 最 終 拍 で は 最 高 点 の 表 示 素 子 で 点 灯 を 終 了 す る 法 則 と
、 指 揮 法 の ア ッ プ ス ト ロ ー ク に 対 応 す る 拍 の 場 合 は 低 い 点 か ら 高 い 点 に 向 か っ て 拍 表 示 列
（ １ ０ ） の 表 示 素 子 （ ９ ） を 順 番 に 点 灯 さ せ る と 共 に 指 揮 法 の ダ ウ ン ス ト ロ ー ク に 対 応 す
る 拍 の 場 合 は 高 い 点 か ら 低 い 点 に 向 か っ て 拍 表 示 列 （ １ ０ ） の 表 示 素 子 （ ９ ） を 順 番 に 点
灯 さ せ る 法 則 の 二 法 則 に 基 づ い て 、 拍 子 の 各 拍 で 点 灯 す る 拍 表 示 列 （ １ ０ ） を 設 定 し て あ
り 、
　 時 間 設 定 部 （ １ ２ ） は 、 変 拍 子 を 含 む 拍 子 の 各 拍 に 要 す る 時 間 を 表 現 す る た め に 、 表 示
素 子 （ ９ ） の 点 灯 が 次 の 表 示 素 子 に 移 る ま で の 時 間 を 、 基 準 時 間 か そ の １ ． ５ 倍 の ２ 種 類
設 定 し て あ り 、
　 決 定 部 （ １ ３ ） は 、 拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段 （ ６ ） で 選 択 し た 拍 子 と 指 揮 法 に 、 使 用 順 序
設 定 部 （ １ １ ） と 時 間 設 定 部 （ １ ２ ） で の 各 設 定 を 対 応 さ せ て 、 使 用 す る 拍 表 示 列 （ １ ０
） の 順 番 を 決 定 す る と 共 に 、 拍 子 の 各 拍 に 要 す る 時 間 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 、 電 子
メ ト ロ ノ ー ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 本 的 な 拍 子 （ ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 拍 子 な ど ） の ほ か に 変 拍 子 （ ５ ／ ８ 、 ２ ／ ４
・ ３ ／ ８ な ど ） を 表 現 で き 、 且 つ 指 揮 法 の ダ ウ ン ス ト ロ ー ク 、 ア ッ プ ス ト ロ ー ク を 視 認 で
き る 電 子 メ ト ロ ノ ー ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 基 本 的 な 拍 子 を 表 現 で き る 電 子 メ ト ロ ノ ー ム と し て は 、 直 角 三 角 形 の 三 辺 を 拍 表
示 列 と し 、 そ の 二 辺 の 拍 表 示 列 を 横 方 向 と 縦 方 向 に 配 置 し た も の や 、 正 方 形 と そ の 対 角 線
と で ５ つ の 拍 表 示 列 を 形 成 す る と 共 に そ の 対 角 線 の 拍 表 示 列 を 横 向 き に 配 置 し た も の な ど
が 存 在 す る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ４ － ３ ３ ８ ９ 号 公 報 、 図 ２ 、 図 １ ５
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 上 述 し た も の は 、 １ 拍 子 か ら ５ 拍 子 の 基 本 的 な 拍 子 を 拍 子 選 択 ス イ ッ チ で 選 択
す る も の で あ り 、 変 拍 子 の 選 択 が で き な い も の で あ っ た 。 な お 、 こ の メ ト ロ ノ ー ム は テ ン
ポ 設 定 手 段 を 有 し 、 テ ン ポ 設 定 手 段 に よ っ て 拍 表 示 列 の 表 示 素 子 が 順 番 に 点 灯 す る 速 度 （
換 言 す れ ば 拍 表 示 列 の 全 表 示 素 子 を 点 灯 す る の に 要 す る 時 間 ） を 設 定 で き る の で あ る が 、
テ ン ポ 設 定 手 段 は 一 つ で あ っ て 、 そ れ 故 各 拍 表 示 列 の 全 表 示 素 子 の 点 灯 に 要 す る 時 間 を 全
て の 拍 表 示 列 で 均 一 に し て あ る こ と か ら 、 変 拍 子 を 表 現 し よ う と い う 思 想 が 上 述 し た メ ト
ロ ノ ー ム に は 全 く な い こ と が 読 み と れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た も の は 、 何 拍 子 か を 視 認 で き る よ う に し た も の で あ る が 、 こ れ を 用 い
て 指 揮 の 練 習 は で き な か っ た 。 と い う の も 、 指 揮 法 に お い て は 、 ア ッ プ ス ト ロ ー ク 、 ダ ウ
ン ス ト ロ ー ク を 表 現 す る こ と が 重 要 な の で あ る が 、 上 述 し た メ ト ロ ノ ー ム は 、 横 向 き の 拍
表 示 列 の 表 示 素 子 を 順 次 点 灯 さ せ た 場 合 、 そ の 拍 が ア ッ プ ス ト ロ ー ク な の か ダ ウ ン ス ト ロ
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ー ク な の か が 視 覚 的 に 判 明 し な い の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 実 情 を 考 慮 し て 創 作 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 基 本 的 な 拍 子 の ほ か
に 変 拍 子 も 表 現 で き 、 し か も 、 指 揮 法 の ア ッ プ ス ト ロ ー ク 、 ダ ウ ン ス ト ロ ー ク を 視 認 で き
る 電 子 メ ト ロ ノ ー ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 電 子 メ ト ロ ノ ー ム は 、 三 角 形 の 頂 点 か ら な る 三 点 を 異 な る 高 さ に 配 置 し 、 各 二
点 間 を 直 線 又 は 曲 線 で 結 ん で 三 本 の 軌 跡 を 形 成 す る と 共 に 、 三 本 の 軌 跡 の 長 さ を 均 一 に 設
け 、 各 軌 跡 に 沿 っ て 配 置 し た 表 示 素 子 の 列 を 拍 表 示 列 と し 、 三 本 の 拍 表 示 列 に よ っ て 拍 子
を 表 示 す る 拍 子 表 示 手 段 と 、 変 拍 子 を 含 む 拍 子 の 種 類 と 指 揮 法 を 選 択 す る 拍 子 ・ 指 揮 法 選
択 手 段 と 、 拍 子 表 示 手 段 の 表 示 素 子 の 点 灯 の 仕 方 を 制 御 す る 制 御 手 段 を 有 す る 。 制 御 手 段
は 、 拍 表 示 列 の 使 用 順 序 を 設 定 す る 使 用 順 序 設 定 部 と 、 拍 の 表 現 に 要 す る 時 間 を 設 定 す る
時 間 設 定 部 と 、 決 定 部 を 有 す る 。 使 用 順 序 設 定 部 は 、 拍 子 の １ 拍 で は 三 点 の う ち の 最 高 点
の 表 示 素 子 か ら 点 灯 を 開 始 す る と 共 に 拍 子 の 最 終 拍 で は 最 高 点 の 表 示 素 子 で 点 灯 を 終 了 す
る 法 則 と 、 指 揮 法 の ア ッ プ ス ト ロ ー ク に 対 応 す る 拍 の 場 合 は 低 い 点 か ら 高 い 点 に 向 か っ て
拍 表 示 列 の 表 示 素 子 を 順 番 に 点 灯 さ せ る と 共 に 指 揮 法 の ダ ウ ン ス ト ロ ー ク に 対 応 す る 拍 の
場 合 は 高 い 点 か ら 低 い 点 に 向 か っ て 拍 子 表 示 列 の 表 示 素 子 を 順 番 に 点 灯 さ せ る 法 則 の 二 法
則 に 基 づ い て 、 拍 子 の 各 拍 で 点 灯 す る 拍 表 示 列 を 設 定 し て あ る 。 時 間 設 定 部 は 、 変 拍 子 を
含 む 拍 子 の 各 拍 に 要 す る 時 間 を 表 現 す る た め に 、 表 示 素 子 の 点 灯 が 次 の 表 示 素 子 に 移 る ま
で の 時 間 を 、 基 準 時 間 か そ の １ ． ５ 倍 の ２ 種 類 設 定 し て あ る 。 決 定 部 は 、 拍 子 ・ 指 揮 法 選
択 手 段 で 選 択 し た 拍 子 と 指 揮 法 に 、 使 用 順 序 設 定 部 と 時 間 設 定 部 で の 各 設 定 を 対 応 さ せ て
、 使 用 す る 拍 表 示 列 の 順 番 を 決 定 す る と 共 に 、 拍 子 の 各 拍 に 要 す る 時 間 を 決 定 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 基 本 的 な 拍 子 と は 、 全 て の 拍 に 要 す る 時 間 が 一 定 の 拍 子 、 例 え ば ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 拍 子 等
を 意 味 す る 。 ま た 、 変 拍 子 と は 、 ２ 種 類 の 時 間 を 要 す る 拍 が 混 在 す る 拍 子 、 ５ ／ ８ 、 ２ ／
４ ・ ３ ／ ８ 等 を 意 味 す る 。 な お 、 ２ 種 類 の 時 間 と は 、 各 拍 に 要 す る 時 間 を １ （ 基 本 と な る
時 間 ） と す る も の と 、 そ の １ .５ 倍 （ 基 本 と な る 時 間 の １ .５ 倍 の 時 間 ） と す る も の を 意 味
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 素 子 の 点 灯 が 次 の 表 示 素 子 に 移 る ま で の 時 間 を 基 準 時 間 か そ の １
.５ 倍 の ２ 種 類 設 定 し て あ る の で 、 基 本 的 な 拍 子 の ほ か に 変 拍 子 も 表 現 で き る 。 そ の 上 、
３ 本 の 軌 跡 の 長 さ 、 即 ち 三 つ の 拍 表 示 列 の 長 さ を 均 一 に す る こ と に よ っ て 、 基 本 的 な 拍 子
の 場 合 は 各 拍 表 示 列 の 全 表 示 素 子 の 点 灯 に 要 す る 時 間 が 全 て の 拍 表 示 列 で 一 定 と な り 、 一
方 、 変 拍 子 の 場 合 は 各 拍 表 示 列 の 全 表 示 素 子 の 点 灯 に 要 す る 時 間 に 拍 表 示 列 ご と に 長 短 が
で き 、 基 本 的 な 拍 子 の 場 合 は 全 て の 拍 に 均 等 な 時 間 が か か り 、 変 拍 子 の 場 合 は 他 の 拍 に 比
べ て ゆ っ く り 指 揮 す る 拍 が 拍 子 の な か に あ る こ と を 視 覚 的 に 確 認 で き る 。 ま た 、 上 述 し た
表 示 素 子 の 配 置 に よ っ て 、 拍 表 示 列 の 一 端 の 素 子 か ら 他 端 の 素 子 に 順 次 点 灯 す れ ば 、 必 ず
上 か 下 に 点 灯 が 移 動 す る の で 、 点 灯 の 移 動 が 上 に 向 か う 場 合 は 指 揮 法 上 の ア ッ プ 、 一 方 、
点 灯 の 移 動 が 下 に 向 か う 場 合 は 指 揮 法 上 の ダ ウ ン を 意 味 す る こ と に よ っ て 、 視 覚 的 に 指 揮
法 上 の ア ッ プ 、 ダ ウ ン を 把 握 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 拍 子 の １ 拍 の 最 初 と 拍 子 の 最 終
拍 の 最 後 で は 三 点 の う ち の 最 高 点 の 表 示 素 子 を 点 灯 さ せ る の で 、 拍 子 の 開 始 ・ 終 了 を 把 握
し や す い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 電 子 メ ト ロ ノ ー ム は 図 １ に 示 す よ う に 、 筐 体 １ の 表 面 に 拍 子 表 示 手 段 ２ と 、 ス
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ピ ー カ ー ３ と 、 テ ン ポ 設 定 手 段 ４ と し て の ツ マ ミ と 、 音 量 設 定 手 段 ５ と し て の ツ マ ミ と 、
拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段 ６ と し て の ツ マ ミ 、 ス タ ー ト ス イ ッ チ ７ と 、 を 設 け 、 筐 体 内 に Ｃ Ｐ
Ｕ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 等 を 用 い た 制 御 手 段 ８ を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 拍 子 表 示 手 段 ２ は 、 図 面 上 ○ で 表 さ れ た 多 数 の 表 示 素 子 （ 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ ） ９ を 用 い た も
の で 、 お お ま か に 言 え ば 、 ω を 傾 け て そ の 両 端 を 直 線 で 結 ん だ 線 に 沿 っ て 、 表 示 素 子 ９ を
等 間 隔 お き に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 表 示 素 子 ９ の 配 置 の 仕 方 を 図 ２ に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 ま ず 、 三 点 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ を 三
角 形 の 頂 点 で 且 つ 異 な る 高 さ に 配 置 す る 。 こ こ で は 、 最 高 点 Ａ の 左 下 に 最 低 点 Ｂ を 配 置 し
、 最 高 点 Ａ と 最 低 点 Ｂ を 結 ぶ 直 線 の ほ ぼ 中 間 位 置 左 側 に 、 中 間 点 Ｃ を 配 置 し て あ る 。 次 に
、 最 高 点 Ａ と 最 低 点 Ｂ を 右 肩 上 が り の 直 線 で 結 び 、 最 高 点 Ａ と 中 間 点 Ｃ を Ｕ 字 状 の 曲 線 で
右 肩 上 が り の 直 線 に 対 し て 右 側 の 位 置 に 結 び 、 最 低 点 Ｂ と 中 間 点 Ｃ を Ｕ 字 状 の 曲 線 で 同 様
の 位 置 に 結 ぶ 。 但 し 、 直 線 及 び 曲 線 か ら な る 軌 跡 の 長 さ を 均 一 と す る 。 そ し て 、 各 軌 跡 に
沿 っ て 多 数 の 表 示 素 子 ９ を 一 列 に 配 置 す る こ と に よ っ て 拍 表 示 列 １ ０ を 三 本 形 成 す る 。 以
後 、 特 定 の 拍 表 示 列 を 意 味 す る 場 合 に は 、 拍 表 示 列 Ａ － Ｃ 、 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ と い う 具 合 に
三 点 を 利 用 し て 表 し 、 不 特 定 の 拍 表 示 列 を 意 味 す る 場 合 は 、 拍 表 示 列 １ ０ と 表 す 。 な お 、
拍 表 示 列 Ｂ － Ｃ と Ａ － Ｃ の 軌 跡 が 、 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ を 横 切 っ て い る の で 、 中 間 点 Ｃ の 表 示
素 子 を 点 灯 し て い る 場 合 、 拍 表 示 列 Ｂ － Ｃ か Ａ － Ｃ の 表 示 素 子 を 点 灯 し て い る こ と が 明 確
に 分 か る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段 ６ は 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 拍 子 の 基 本 的 な 拍 子 の ほ か 、 ５ ／ ８ 、 ２ ／
４ ・ ３ ／ ８ 、 ３ ／ ８ ・ ２ ／ ４ 、 ２ ／ ４ ・ ５ ／ ８ 、 ６ ／ ８ ・ ５ ／ ８ 、 ６ ／ ８ ・ ３ ／ ４ の 変 拍
子 も 選 択 で き る よ う に 、 そ の つ ま み を 横 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け て あ り 、 つ ま み の 移 動 領 域
の 上 下 に は 所 定 の ピ ッ チ お き に 拍 子 を 意 味 す る 文 字 が 順 番 に 記 載 し て あ る 。 ま た 、 各 拍 子
の 横 に ａ 、 ｂ の 文 字 が 記 載 さ れ て い る も の は 、 そ の 拍 子 に つ い て 指 揮 法 の 表 現 が 複 数 あ る
こ と を 意 味 す る 。 例 え ば ３ 拍 子 の 場 合 に は １ 拍 目 を ダ ウ ン ス ト ロ ー ク （ 以 後 、 ダ ウ ン と 略
す 場 合 も あ る ） 、 ２ 拍 目 と ３ 拍 目 を ア ッ プ ス ト ロ ー ク （ 以 後 、 ア ッ プ と 略 す 場 合 も あ る ）
と い う 表 現 に す る 場 合 は ３ ａ 、 １ 拍 目 と ２ 拍 目 を ダ ウ ン 、 ３ 拍 目 を ア ッ プ と い う 表 現 に す
る 場 合 は ３ ｂ と い う 文 字 が 記 載 さ れ て い る 。 従 っ て 、 拍 子 と 指 揮 法 を 選 択 で き る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 制 御 手 段 ８ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 ス タ ー ト ス イ ッ チ ７ を オ ン す る と 、 ス ピ ー カ ー ３ で の
放 音 、 表 示 素 子 ９ の 点 灯 ・ 消 灯 を 開 始 し 、 オ フ す る と 、 こ れ ら を 停 止 す る 。 ま た 、 テ ン ポ
設 定 手 段 ４ の ツ マ ミ を 回 し た 変 位 量 に 応 じ て 、 拍 子 全 体 に 要 す る 時 間 を 変 更 し 、 音 量 設 定
手 段 ５ の ツ マ ミ を 回 し た 変 位 量 に 応 じ て 、 拍 子 の 各 拍 が 開 始 す る 際 に ス ピ ー カ ー ３ で 鳴 ら
す 音 量 を 変 更 す る 。 そ し て 、 拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段 ６ の ツ マ ミ を 移 動 し て 選 択 し た 拍 子 及
び 指 揮 法 に 応 じ て 、 拍 子 表 示 手 段 ２ を 点 灯 さ せ る 。 そ の た め に 、 拍 表 示 列 １ ０ の 使 用 順 序
を 設 定 す る 使 用 順 序 設 定 部 １ １ と 、 拍 の 表 現 に 要 す る 時 間 を 設 定 す る 時 間 設 定 部 １ ２ と 、
拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段 ６ で 選 択 し た 拍 子 ・ 指 揮 法 に 応 じ た 点 灯 の 仕 方 を 使 用 順 序 設 定 部 １
１ と 時 間 設 定 部 １ ２ を 利 用 し て 決 定 す る 決 定 部 １ ３ を 、 制 御 手 段 ８ は 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 使 用 順 序 設 定 部 １ １ は 、 二 法 則 に 基 づ い て 、 拍 子 の 各 拍 で 点 灯 す る 拍 表 示 列 １ ０ を 設 定
し て あ る 。 一 つ 目 の 法 則 は 、 拍 子 の １ 拍 で は 三 点 の う ち の 最 高 点 Ａ か ら 点 灯 を 開 始 す る と
共 に 拍 子 の 最 終 拍 で は 最 高 点 Ａ で 点 灯 を 終 了 す る 法 則 で あ る 。 従 っ て 、 拍 子 の １ 拍 と 最 終
拍 で は 、 必 ず 拍 表 示 列 Ａ － Ｃ 、 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ の 何 れ か を 用 い 、 こ れ に よ っ て 拍 子 の １ 拍
と 最 終 拍 で あ る こ と を 使 用 者 に 明 確 に 伝 え る 。 二 つ 目 の 法 則 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 指 揮 法
の ア ッ プ ス ト ロ ー ク に 対 応 す る 拍 の 場 合 は 低 い 点 か ら 高 い 点 に 向 か っ て 拍 表 示 列 １ ０ の 表
示 素 子 ９ を 順 番 に 点 灯 さ せ る と 共 に 指 揮 法 の ダ ウ ン ス ト ロ ー ク に 対 応 す る 拍 の 場 合 は 高 い
点 か ら 低 い 点 に 向 か っ て 拍 表 示 列 １ ０ の 表 示 素 子 ９ を 順 番 に 点 灯 さ せ る 法 則 で あ る 。 従 っ
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て 、 例 え ば 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ に お い て 、 表 示 素 子 ９ が Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 順 番 に 点 灯 し た 場
合 は 、 ダ ウ ン で あ り 、 逆 に Ｂ か ら Ａ に 向 か っ て 順 番 に 点 灯 し た 場 合 は ア ッ プ で あ る こ と を
使 用 者 に 明 確 に 伝 え る 。 拍 表 示 列 Ａ － Ｃ 、 拍 表 示 列 Ｃ － Ｂ の 場 合 も 同 様 で あ る 。 な お 、 指
揮 で は タ ク ト の 軌 跡 が 連 続 す る 、 即 ち 途 切 れ る こ と は な い か ら 、 拍 表 示 列 １ ０ の 最 後 （ 終
点 ） の 表 示 素 子 ９ が 点 灯 し た 後 は 必 ず そ の 両 側 の 表 示 素 子 ９ の う ち 何 れ か を 点 灯 さ せ て 、
指 揮 の 連 続 感 を 表 現 す る 必 要 が あ る の で 、 拍 表 示 列 の 終 点 の 表 示 素 子 ９ が 点 灯 し た 後 は 、
そ の 終 点 の 表 示 素 子 ９ を 始 点 と す る こ と の で き る ２ つ の 拍 表 示 列 １ ０ の う ち 何 れ か を 選 択
す る と い う 法 則 も 当 然 の こ と な が ら 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 時 間 設 定 部 １ ２ は 、 基 本 的 な 拍 子 の ほ か に 変 拍 子 も 表 現 で き る よ う に す る た め に 、 拍 表
示 列 １ ０ 中 の 表 示 素 子 ９ の 点 灯 が 次 の 表 示 素 子 ９ に 移 る ま で の 時 間 を 、 基 準 時 間 か そ の １
． ５ 倍 の ２ 種 類 設 定 し て あ る 。 こ れ に よ っ て 、 拍 表 示 列 １ ０ の 一 端 か ら 他 端 ま で の 全 表 示
素 子 ９ の 点 灯 に 要 す る 時 間 が 、 拍 子 の 各 拍 に 要 す る 時 間 に 対 応 し て 、 単 位 と な る 時 間 か そ
の １ ． ５ 倍 と な る 。 ま た 、 テ ン ポ 設 定 手 段 ４ は 、 前 述 し た よ う に 拍 子 全 体 に 要 す る 時 間 を
変 更 で き る の で あ る が 、 こ の 変 更 と は 上 記 点 灯 移 動 時 間 自 体 を 例 え ば ０ ． １ 秒 と か ０ ． ２
秒 と い う 具 合 に 調 整 で き る こ と を 意 味 す る 。 な お 、 使 用 順 序 設 定 部 １ １ と 時 間 設 定 部 １ ２
で の 設 定 は メ モ リ に 予 め 記 憶 さ せ て お く 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 し た 法 則 や 時 間 設 定 に 基 づ い て 、 各 拍 子 及 び 指 揮 法 を 拍 子 表 示 手 段 ２ で 表 現 す る と
以 下 の よ う に な る 。 図 ５ （ イ ） に 示 す よ う に 、 ２ 拍 子 の 場 合 、 １ 拍 を ダ ウ ン 、 ２ 拍 を ア ッ
プ と し 、 各 拍 に 要 す る 時 間 が 同 じ と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、 拍 表 示 列 Ａ －
Ｃ を 利 用 し て 、 １ 拍 は 表 示 素 子 ９ を Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ２ 拍 は 表 示 素 子 ９ を Ｃ か ら Ａ に
向 か っ て 順 番 に 基 準 時 間 ご と に 点 灯 さ せ る 。 図 で は 、 拍 表 示 列 １ ０ の う ち 使 用 す る も の と
不 使 用 の も の を 明 確 に す る た め に 、 使 用 す る 拍 表 示 列 Ａ － Ｃ の 表 示 素 子 ９ を 線 で 表 示 し 、
不 使 用 の 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ 、 Ｃ － Ｂ の 表 示 素 子 ９ を 細 い 破 線 で 表 示 し て あ る 。 ま た 、 図 で は
ダ ウ ン 、 ア ッ プ の 方 向 を 矢 印 で 、 何 拍 か を 矢 印 の 始 点 側 に 数 字 で 、 そ れ に 要 す る 時 間 を ｔ
（ time） の 係 数 で 表 示 し て あ る 。 な お 、 表 示 素 子 ９ は 点 灯 直 後 に 消 灯 、 即 ち 点 滅 し て も 良
い し 、 各 拍 が 終 了 す る ま で に （ そ の 拍 表 示 列 の 全 て の 表 示 素 子 が 点 灯 す る ま で に ） 順 次 点
け た 表 示 素 子 ９ の 点 灯 を 続 け 、 各 拍 が 終 了 し た 直 後 に 一 斉 に 消 灯 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ３ 拍 子 の 場 合 は ２ 通 り の 指 揮 の 仕 方 を 、 全 て の 拍 表 示 列 １ ０ を 利 用 し て 行 な う 。 そ し て
、 ３ ａ 拍 子 と い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 、 図 ５ （ ロ ） に 示 す よ う に 、 １ 拍 か ら ３ 拍 に か
け て ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ア ッ プ と し 、 各 拍 に 要 す る 時 間 が 同 じ と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ
せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 、
３ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 順 番 に 基 準 時 間 ご と 点 灯 さ せ る 。 一 方 、 ３ 拍 子 の う ち ３ ｂ と
い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 、 図 ５ （ ハ ） に 示 す よ う に 、 １ 拍 か ら ３ 拍 に か け て ダ ウ ン 、
ダ ウ ン 、 ア ッ プ と し 、 各 拍 に 要 す る 時 間 が 同 じ と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、
表 示 素 子 を １ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で は Ｃ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ３ 拍 で は Ｂ か ら
Ａ に 向 か っ て 順 番 に 基 準 時 間 ご と に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ４ 拍 子 の 場 合 は 図 ５ （ ニ ） に 示 す よ う に 、 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ と 拍 表 示 列 Ａ － Ｃ を 利 用 す る
。 そ し て 、 １ 拍 か ら ４ 拍 に か け て ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ と し 、 各 拍 に 要 す る 時
間 が 同 じ と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か
っ て 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ａ に 向 か っ て 、 ３ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ４ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に
向 か っ て 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ５ 拍 子 の 場 合 は 図 ５ （ ホ ） に 示 す よ う に 、 １ 拍 か ら ５ 拍 に か け て ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ア ッ
プ 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ と し 、 各 拍 に 要 す る 時 間 が 同 じ と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め
に 、 全 て の 拍 表 示 列 １ ０ を 利 用 し て 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で
は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ３ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 、 ４ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ５
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拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 順 番 に 基 準 時 間 ご と に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ５ ／ ８ 拍 子 の 場 合 は ２ 通 り の 指 揮 の 仕 方 を 、 一 つ の 拍 表 示 列 Ａ － Ｃ を 利 用 し て 行 な う 。
そ し て 、 ５ ／ ８ ａ と い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 図 ５ （ ヘ ） に 示 す よ う に 、 １ 拍 は ダ ウ ン
で 、 ２ 拍 は ア ッ プ で 、 １ 拍 を ２ 拍 の １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者
に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と
に 、 ２ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。 一 方 、 ５ ／ ８ ｂ と い
う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 図 ５ （ ト ） に 示 す よ う に 、 １ 拍 と ２ 拍 を ５ ／ ８ ａ の 場 合 と 同 様
に ダ ウ ン 、 ア ッ プ と し 、 ２ 拍 を １ 拍 の １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用
者 に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ２ 拍
で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ２ ／ ４ ・ ３ ／ ８ 拍 子 の 場 合 は 図 ５ （ チ ） に 示 す よ う に 、 全 て の 拍 表 示 列 １ ０ を 利 用 し て
行 な う 。 そ し て 、 １ 拍 か ら ３ 拍 を ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ア ッ プ と し 、 ３ 拍 を １ 、 ２ 拍 の １ ． ５
倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で
は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ３
拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ３ ／ ８ ・ ２ ／ ４ 拍 子 の 場 合 は 図 ６ （ イ ） に 示 す よ う に 、 全 て の 拍 表 示 列 １ ０ を 利 用 し て
行 な う 。 そ し て 、 各 拍 で の ア ッ プ ・ ダ ウ ン の 仕 方 は ２ ／ ４ ・ ３ ／ ８ 拍 子 の 場 合 と 同 様 に ダ
ウ ン 、 ア ッ プ 、 ア ッ プ と し 、 １ 拍 を ２ 、 ３ 拍 の １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指
揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 基 準 時 間 の １
． ５ 倍 ご と に 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ３ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ
て 基 準 時 間 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ ／ ４ ・ ５ ／ ８ 拍 子 の 場 合 は 、 ２ 通 り の 指 揮 の 仕 方 を 、 二 つ の 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ 、 Ａ － Ｃ
を 利 用 し て 行 な う 。 そ し て 、 ２ ／ ４ ・ ５ ／ ８ ａ と い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 図 ６ （ ロ ）
に 示 す よ う に 、 １ 拍 か ら ４ 拍 を ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ と し 、 ３ 拍 を そ の 他 の 拍
の １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素 子 ９
を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 点 灯 さ せ 、
３ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 、 ４ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基
準 時 間 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。 一 方 、 ２ ／ ４ ・ ５ ／ ８ ｂ と い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は
図 ６ （ ハ ） に 示 す よ う に 、 各 拍 で の ア ッ プ ・ ダ ウ ン の 仕 方 は ２ ／ ４ ・ ５ ／ ８ ａ の 場 合 と 同
じ で 、 ４ 拍 を そ の 他 の 拍 の １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ
せ る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら
Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ３ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 、
４ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ６ ／ ８ ・ ５ ／ ８ 拍 子 の 場 合 は 、 ２ 通 り の 指 揮 の 仕 方 を 、 二 つ の 拍 表 示 列 Ａ － Ｂ 、 Ａ － Ｃ
を 利 用 し て 行 な う 。 そ し て 、 ６ ／ ８ ・ ５ ／ ８ ａ と い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 図 ６ （ ニ ）
に 示 す よ う に 、 １ 拍 か ら ４ 拍 を ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ と し 、 １ か ら ３ 拍 を ４ 拍
よ り も １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る た め に 、 表 示 素
子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ３ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に
向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ 、 ４ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準 時
間 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。 一 方 、 ６ ／ ８ ・ ５ ／ ８ ｂ と い う 表 示 を 選 択 し た 場 合 に は 図 ６
（ ホ ） に 示 す よ う に 、 各 拍 で の ア ッ プ ・ ダ ウ ン の 仕 方 は ６ ／ ８ ・ ５ ／ ８ ａ と 同 じ で 、 １ ，
２ ， ４ 拍 を ３ 拍 よ り も １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ る
た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時
間 の １ ． ５ 倍 ご と に 、 ３ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 、 ４ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に
向 か っ て 基 準 時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ６ ／ ８ ・ ３ ／ ４ 拍 子 の 場 合 は 図 ６ （ ヘ ） に 示 す よ う に 、 全 て の 拍 表 示 列 １ ０ を 利 用 し て
行 な う 。 そ し て 、 １ 拍 か ら ５ 拍 に か け て ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ア ッ プ と し 、
１ 、 ２ 拍 を ３ か ら ５ 拍 の １ ． ５ 倍 の 時 間 か け て 表 現 す る 、 と い う 指 揮 を 使 用 者 に 理 解 さ せ
る た め に 、 表 示 素 子 ９ を １ 拍 で は Ａ か ら Ｃ に 向 か っ て 、 ２ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準
時 間 の １ ． ５ 倍 ご と に 順 次 点 灯 さ せ 、 ３ 拍 で は Ａ か ら Ｂ に 向 か っ て 、 ４ 拍 で は Ｂ か ら Ｃ に
向 か っ て 、 ５ 拍 で は Ｃ か ら Ａ に 向 か っ て 基 準 時 間 ご と に 順 番 に 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 拍 子 表 示 手 段 ２ の 別 例 を 示 す も の で 、 正 三 角 形 を そ の 頂 点 が 異 な る 高 さ と な る 状
態 に 配 置 し 、 そ の 三 辺 の 軌 跡 に 沿 っ て 表 示 素 子 ９ を 一 列 に 並 べ た も の で あ る 。 こ の 場 合 で
も 、 先 例 と 同 様 の こ と が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 上 述 し た 電 子 メ ト ロ ノ ー ム
で の 表 示 素 子 ９ の 点 灯 の 仕 方 は 、 指 揮 の 仕 方 （ ダ ウ ン ・ ア ッ プ の さ せ 方 ） の 一 例 を 反 映 さ
せ た も の で あ る の で 、 上 記 実 施 形 態 以 外 の 指 揮 の 仕 方 で 表 示 素 子 ９ を 点 灯 さ せ て も 良 い 。
具 体 的 に 言 え ば 、 ４ 拍 子 も 、 １ 拍 か ら ４ 拍 に か け て ダ ウ ン 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ア ッ プ と し
て も 良 い し 、 ５ 拍 子 も 、 １ 拍 か ら ５ 拍 に か け て ダ ウ ン 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ 、 ダ ウ ン 、 ア ッ プ
と し て も 良 い 。 こ れ 以 外 と し て は 例 え ば 、 各 拍 が ア ッ プ ス ト ロ ー ク の 場 合 は 、 軽 い 音 （ タ
ン ） を 発 し 、 ダ ウ ン ス ト ロ ー ク の 場 合 は 重 い 音 （ ド ン ） を ス ピ ー カ ー か ら 発 す る こ と に よ
っ て 、 聴 覚 か ら も ア ッ プ と ダ ウ ン を 把 握 で き る よ う に し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 電 子 メ ト ロ ノ ー ム を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ダ ウ ン 、 ア ッ プ の 方 向 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 子 メ ト ロ ノ ー ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 拍 子 表 示 手 段 の 別 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ イ ） か ら （ チ ） 図 は 、 異 な る 拍 子 と 指 揮 法 を 表 現 す る 際 の 表 示 素 子 の 点 灯 仕 方
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ イ ） か ら （ ヘ ） 図 は 、 異 な る 拍 子 と 指 揮 法 を 表 現 す る 際 の 表 示 素 子 の 点 灯 仕 方
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ２ 　 拍 子 表 示 手 段
　 ６ 　 拍 子 ・ 指 揮 法 選 択 手 段
　 ８ 　 制 御 手 段
　 ９ 　 表 示 素 子
１ ０ 　 拍 表 示 列
１ １ 　 使 用 順 序 設 定 部
１ ２ 　 時 間 設 定 部
１ ３ 　 決 定 部
　 Ａ 　 最 高 点
　 Ｂ 　 最 低 点
　 Ｃ 　 中 間 点
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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